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原油価格見通し：当面70ドル前後で推移 原油

◆現状：70ドル台を中心に推移

６月のＷＴＩ原油先物価格は、月前半に、

ＯＰＥＣプラスが現行の減産計画を24年末

まで延長することで合意したほか、サウジ

アラビアが単独で自主減産を決定したこと

を背景に、74ドル近くまで上昇。その後、

イラン核合意再建により原油供給が増加す

るとの見方などから、一時67ドル割れ。

月後半は、米国の追加利上げ観測の高ま

りが下押し要因となる一方、中国の景気対

策への期待や米原油在庫の減少が相場を下

支えし、70ドルを挟んで一進一退。

◆投機筋の買い越し幅は縮小

米国や欧州など主要国の金融引き締め長

期化により原油需要が低迷するとの見方が

根強く、投機筋による原油先物の買い越し

幅は縮小。

◆見通し：横ばい圏での推移

先行きを展望すると、当面の原油価格は

70ドル前後で推移する見通し。主要国の金

融引き締めを背景とした世界景気の減速で

原油需要の減少が意識されやすい状況。た

だし、ＯＰＥＣプラスによる減産が継続さ

れるほか、シェールオイルの増産ペースは

緩やかにとどまることから原油供給の増加

も限られ、原油価格は底堅さを維持する見

込み。
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トピック：大規模な減産下でも需要懸念が優勢 原油

◆減産による原油価格押し上げは限定的

ＯＰＥＣプラスは、６月会合で減産を強
化して以降も、原油価格を下支えする姿勢
を堅持。サウジアラビアは、７月に実施す
る日量100万バレルの減産を８月も継続する
と表明したほか、ロシアも同月に50万バレ
ルの輸出を削減すると発表。これにより、
夏場にかけて400万バレル超の減産へ。
もっとも、こうした原油供給抑制材料が

出るなかでも、原油価格の上昇はみられず。
ＥＩＡ（米エネルギー情報局）が公表する
世界の原油需要は前年からの持ち直しが想
定されているものの、市場では需要下振れ
への警戒が根強い状況。

◆需要下振れ懸念は当面燻る公算

原油需要減少への懸念が強い背景は以下

の２点。

第１に、欧米の金融引き締め長期化によ

る景気減速。米国やユーロ圏では、企業の

景況感が悪化。長引く高インフレにより一

段の利上げ観測が高まりやすく、先行きの

景気の不透明感は容易に解消されない状況。

第２に、中国景気の減速。中国は、ゼロ

コロナ解除後に大きく持ち直しているもの

の、年後半はリバウンド消費の一巡などを

背景に成長が鈍化する公算大。政府による

一段の追加経済対策が実施されなければ、

堅調な需要回復は見込み薄。
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